
































































































































































































































































































































































































































































































カテゴリ ー 個別意味公式の種類 JNS SNS
直接的断り
不可
小計
6
7
5
5
間接的断り
謝罪
理由
??、←???
代案提示
条件提示
小計
6
4
3
1
0
14
1
8
0
5
1
15
付随表現
ためらい
暖昧
困惑
共感
繰り返し
受諾
用意あり
小計
4
0
0
1
1
0
0
6
1
2
5
0
0
1
1
10
合計 26 30
JNSとSNSを比較すると、両母語話者において「間接的断り」が最も多いことが共
通しているが、個別意味公式の内容はそれぞれ異なっていることが分かる。JNSは
【謝罪】が最も多く、次に【理由】と【言い差し】が続く。また、JNSではSNSに見
られなかった【言いさし】が認められた。
次は具体的な個別意味公式の種類を質的に詳しく考察していく。
（1）【不可】について
【不可】について「断る」とか「お断りします」のように遂行動詞の発話は見られ
なかった。「直接的断り」である【不可】を使用していると言っても、JNSでは「明
日はちょっと無理」「どうしても行けんかな」という不可能表現を使用している。不
可能形の使用で責任を状況に転嫁することで相手に配慮しており（山岡2004)、また、
「ちょっと」と「かな」の副詞も付いている。「明日はちょっと無理やわ」の発話に
【不可】に「～ちょっと」を付けることで、相手の依頼を断ることに生じる摩擦を緩
和しようとする話者の配慮が認められる（山岡他2010)。「断り」発話を表明する際
に「ちょっと」を最初に使用することで、相手に対するフェイスを脅かす度合の軽減、
つまり、ポライトネス・マーカーとして機能していると施(2007)が述べている。
他方、SNSでは【不可】を表明する際、断定文で伝えるのではなく、「旦ig皿旦mah
moaltiasa(でき菫-.-迄_rm/できないようで)」と自信なさそうな言い方、できる可
能性がないと言ってからできない理由を伝える。また、他の例では「Abiteh
kaleresanteubisa,soalnajamsapuluhabiayalatihan##,latihananusenitea,latihan
nuvokal(私は左またま（その日）できない、##練習、その芸の練習、歌の練習が
あるから）」という発話では、通常は空いているはずであるが、たまたま、偶然ちょ
うどその日にできないと理由を続けて断る。
このように両母語話者において【不可】を表明する際、何らかの副詞を付けること
によって、【不可】で断ることの衝撃を多少和らげる効果があると考えられる。
（2）【謝罪】について
【謝罪】についてデータではSNSでは1組しか見られなかったが、JNSでは5組見
られた。【謝罪】はその現れた位置によって異なる意図を持っている（施2007)。邸
（2002）は「断り」の「意思表示」に先行する場合は「断り」の「予告」として機能
し、後続する場合は「関係維持」として機能すると述べている。先行研究では日本語
母語話者は冒頭発話に【謝罪】を使用する傾向が強いと言われ、本研究でもそれに一
致する結果を得た。但し、【謝罪】がどの段階に現れたかは先行研究では言及してお
らず、本研究では1回目の「断り」では見られなかったが、2回目の「断り」に見ら
れるようになったことが分かった。
（3）【理由】について
【理由】に関しては、なぜ相手の依頼を受諾できないのかその事情を説明し、断る
のは自分の意思ではなく、外的な事情があるため、依頼を受諾するのが不可能である
ことを表明する。つまり、【理由】を用いることによって責任を状況に転嫁し、「断り」
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発話の直接性を軽減し、フェイスを脅かすことを緩和しようとしていることになる。
(4)【言いさし】について
【言いさし】は日本語に特徴的な発話である。会話データでは断り場面において
｢明日だけはちょっとね、…明後日とかは大丈夫かもしれない」という発話が見られ
た。断りの場面では断定文ではなく、言いさしのような中途終了文で、途中で文を切
り、最後まで言わず、相手に察してもらうというのは日本語の特徴である。
元（1999）によると中途終了文とは形式的には主節、又は述部が省略され、接続助
詞（連結語尾）や動詞・形容詞のテ形や名詞・副詞で終わっている文であり、機能的
には、直接的な「断り」を避けるものであると述べている。発話例に見られたのは副
詞で終る文であり、「明日だけはちょっと…」といったように、続きの述部に現れる
可能性のある「無理」「行けない」「だめ」などの【不可】表現が省略されていると思
われる。「断り」に使用される「ちょっと」は言いにくい心情を含んでいる（山岡他
2010)。岡本・斎藤（2004）によれば「ちょっと」はコミュニケーションの中では
様々な機能を持つという。その一つは「断り」を受け入れやすくするためであると説
明している。「（日曜日は）ちょっと..….。」と言いさし、重要な述部を省略する表現
形式をとり、相手に対して期待にそえずに申し訳ないというニュアンスを与えると同
時に言いにくい述部を聞き手に察してもらう方法を取ることで、話し手の意思決定
に聞き手を参加させ、共同作業の会話に引き込みながら断りの了解を得ることがで
きると述べている。さらに、ポライトネスの視点から岡本ら（2004）が述べているよ
うに「ちょっと」には聞き手と話し手の双方のフェイスを守るコミュニケーション機
能があるという。
（5）【代案提示】について
【代案提示】は依頼の事情を理解した上で、相手に関心を持っているという積極的
な態度になるポジティブ・ポライトネスである(Brown&Levinsonl987)。【代案提
示】は相手の依頼を受諾することはできないが、その代わりに問題の解決方法を相手
に提示することによって、「断り」に伴う摩擦を修復することができる。
【代案提示】の使用に関しては、JNSよりSNSの方が多く使用する傾向が見られた。
「Cobaatuhkasaha○○？（誰か○○に聞いてみたら？）」、「kumahamunkanu
sanes？（他の人だったらどう？）」などの発話例が見られた。先の発話まで行くと、
「断り」の意図が受け入れられたら、「hayuatuhurangkaditu,cobaannyaurang
peIjelasheula.(これから一緒に行こう、（代わってくれる人に）先に確認しようね｡）」
という発話で、【代案提示】を伝えるだけでなく、実際な行動で積極的に示している
態度が見られた。
（6）【ためらい】について
【ためらい】は任(2004)によると、ある発話の前置きとして使われる何らかの意
味を持つ発話に「あ－」「うん－」などをフイラーとして日本人が多用しており、話
の展開をゆったりさせ、実質的な「断り」発話を緩和する効果を持つという。ところ
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が、本調査では【ためらい】を冒頭部で発話することにより、自分の「断り」の予告
をし、その後、【理由】などで相手の意に添えないことを表明することが確認できた。
これは【ためらい】を戦略に使い、言いにくいことや「断り」の衡撃を緩和させ、相
手の依頼が受諾できないこと示唆する手段となっていることになる。
（7）【困惑】について
JNSには見られなかった、SNSが特徴的に使用した【困惑】は話者自身が困ってい
るという気持ちを表す。「Kumahanya(どうしよう）」や「Aduh」という間投詞を使
用することにより、相手に自分が依頼を受けるのが難しいことを相手に察してもらい
たいことを示唆していると言える。
5．おわりに
以上2回目の「断り」おける1）個別意味公式の使用個数；2）
式カテゴリー・個別意味公式の内容を分析してきた。分析の結果、
になった。
冒頭発話の意味公
次のことが明らか
1）個別意味公式の使用個数に関し、両母語話者間において単独使用が最も多い
ことが共通している。また、2回目の「断り」では個別意味公式はlから2
個の使用であることから、両母語話者の「断り」に使用する機能が少ないこ
とが窺える。日本語とスンダ語は比較的短い表現で済み、個別意味公式の数
も多くないことから、両母語話者における敬語・待遇体系の影響があること
が推測される。
2）冒頭発話の意味公式に関し、2回目の「断り」では両母語話者において意味公
式カテゴリー「間接的断り」が最も多く用いられたことが共通点として見ら
れた。また、個別意味公式については、JNSでは【不可】と【謝罪】が最も
多く、その他【理由】【ためらい】【言い差し】である。一方、SNSでは【理
由】が最も多く、その他【不可】【代案提示】【困惑】が見られ、それぞれの
特徴と見なすことができる。
今回の分析では、2回目の「断り」発話における個別意味公式の使用個数、冒頭発
話の意味公式カテゴリー、そしてそこで用いられる個別意味公式の内容を明らかした。
今後は、2回目の「断り」以降の「断り」の分析を続け、「断り」における冒頭発話と
それに後続する意味公式の出現パターンを、同じく意味公式カテゴリーと個別意味公
式の内容から分析していくことが課題となる。このようにして、最終的には「断り」
の連鎖及び「断り」の展開パターンの全容を解明していきたい。
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